
耕作放棄田を活用した放牧

小倉牧場（個人経営）

所 在 地：大分県豊後大野市朝地町
放牧頭数：親牛８頭、子牛６頭
放牧面積：１００a
草 種 ：バヒアグラス
事例提供：大分県豊肥振興局生産流通部

TEL 0974-63-3177

バヒアグラス生育状況（良好）
H23.8

耕作放棄田に牛を放牧し掃除狩りを
実施。その後バヒアグ ラスを播種し、

放牧風景放牧風景

実施。その後バヒアグ ラスを播種し、

生育状況を考慮しながら放牧期間、
頭数をコントロールしている。今後は
畔道沿いのカヤの利用を検討。

日よけを設置

コメント

畜舎周辺の耕作放棄地の解消と使用管理作業の
省力化のため、平成１７年度から放牧に取り組み、
徐々に放牧面積を増やすことに成功している。

分娩後の発情回帰が早く、種のつきもよいと話して
おり、周辺農家への拡大が期待される。

その他の情報
◎放牧牛種類：黒毛和種
◎放牧開始時期：H 13
◎放牧形態：水田放牧
◎牧柵種類：有刺鉄線
◎水管理方法：バスタブ利用、

水を軽トラで運搬
◎補助事業：県単独事業


